中世後期加賀国倉月荘・越中国般若野荘にみえる村と社会の枠組 (日本中世史特集号) by 若林 陵一 et al.































































































係の記載のみを抜き出すと、親秀が阿古丸へ譲渡 た分（ 「阿古丸分」 ）としては「松寺村廿町方〈但女子伊呂一期之程、可知行之〉 」 、嫡女子幸玉分としては「木越村」 、女子伊呂分としては「松寺廿町方」 、比丘尼明丘分としては「岩方村半分」 、養子（大隅）五郎親泰分としては「松寺村十六町方内参 壱」 、穢土寺領分としては「近岡郷内月峯五町・千田郷内供料田弐町・同月峯参町・末延名田地・木越村千得名壱町・月峯弐町・善遵田弐町・松尾田陸段〈坪西山在之〉 」が確認される。　
さて、 【史料一】は暦応四年時の、倉月荘松寺（村）に

























































































































































に詳しい。まず、 文治二 （一一八六） 年、 「内大臣家」 （徳


















































































































































































































































































当該期は、般若野荘内に熊野御師職・旦那との関係で、さらに細かく「郷」の枠組が登場したこ が分かる。 して、この二〇数郷がさらに多くの近世「村」へ 続くようであり、般若野「庄」における 郷」としては東保郷（現砺波市東保。後掲【史料一一】 ） ・西条郷・定重（貞重）郷・太田郷が、 「村」としては柳瀬村（西条郷内。現砺波市柳瀬） 、中田村（定重郷内。現高岡市中田） 、太田村（太田 内。現砺波市太田）等が知られる。　
以上、 般若野荘にはまず、 「領家方」 （徳大寺家領）と「地
頭方」という二つの空間 み た そして、一の倉月荘では複数の荘園領主・領域が確認された でも
他に複数の勢力による関与がうかがえた。それは熊野信仰の影響としてもみられ、また同荘の在地集落は「般若野廿四（余ヵ）郷」 、さ 近世の「村」々へとつながる。すなわち、般若野「庄」では「村」への過程や、それとともに複数の空間が確かめられ、それら 並存状態 中世後期における在地社会の特徴として指摘できる。三、倉月荘と両郡― 若野荘と両郡　
さて、すでに本稿の冒頭で触れた通り、両荘に共通する


























































































































































































































重視し、般若野荘の「領家方」と「地頭方」 、砺波郡と射水郡の別は必ずしも一致 な と考える。一方 久保氏見解に対しては、般若野荘の所在郡 変更したという 実を史料上確認することは難しく 早くに 般若野荘を示す【史料一〇】の扱い方にも無理があろう。倉月荘の例とあわせ考えても、同荘は二つ 郡に跨っていたとみたがよいのではないか。














てはまる。さらに、同荘では三つめに、複数の「村」活動とともに二「郡」に所属する記載がみ ようになる。すなわち、中世後期、両荘ではとも 「村」や「庄」内の一部地域が顕著になるにつれ、 「郡」の枠組もあらわれた。そして、荘内の一部 別 一部がそれぞれ異なった郡へ属したのである。おわりに　
本稿では、中世後期の加賀国倉月荘・越中国般若野荘の
事例に着目し、両荘をめぐる社会の枠組を考察して来た。すなわち、当該社会 おける「庄」 「郡」の他 こ 頃の倉月荘では、複数の領主がそれぞれ一区画を領有す 社会






室町期・戦国期の共通点としては、まず一つの「庄」から複数の「村」へと変質した点があげられる。そして、同じく一つの荘に複数の領主と在地勢力が関与し、複雑な領有状況、 単一の荘内に複数 空間があった点も指摘できよう。なお、本稿では、当該期 社会の枠組をとらえることだけに終始したが、それらの空間は在地社会における現実的活動の中でこそ成り立ち得た。そ 実態については多く 今後の課題である。　
倉月荘の場合、複数の領主の存在と、複数の「村」 分









荘における二種類の空間（ 「領家方」 「地頭方」 ）や二つの郡への所属、 また前掲【史料八】では、 「庄」から「廿四（余ヵ）郷」へと細分化の動きをみた。そして ここでもその後の 「村 の動向については、 なお今後の考察が必要である。　
以上、本稿でみた二つの荘園社会では、その一定の範囲
の中で「村」の他、 「庄」や「郡」 その他複数の枠組が存在、交錯していた。そして、その複雑な社会の中で様々な在地勢力が接触する様相は、中世後期の荘園・村社会の大きな一つの流れとして指摘できるのではないか。





ープ（稲葉継陽・菊池浩幸・釈迦堂光浩・田中克行） 「 『地域社会論』の視座と方法」 （ 『歴史学研究』六七四、 一九九五年） 。
（３）池上裕子「中世後期の国郡と地域」 （ 『日本中近世移行期論』
校倉書房、二〇一二年・初出二〇〇〇年） 。
（４）稲葉継陽「領域秩序の形成と 郡制」 （ 『日本近世社 形
成史論』校倉書房、二〇〇九年・初出二 四年） 。
（５）若林陵一「摂津氏 加賀国倉月荘における領有状況の錯




在地社会の変質」 （ 『歴史』一〇五、 二〇〇五年） 。
（８）永正一六年一月一〇日浄正屋敷売券 勝授寺文書） 〔 『加





10）摂津氏と倉月荘、 【史料一】等 譲渡については、石田文一「加賀守護富樫氏の誕生」 （註５『金沢市史』通史編一）を参照した。
（
























20）河合久則「徳大寺家領般若野庄について」 （ 『砺波市史』一九六五年） 、久保尚文「般若野荘の成立」 （ 『かんとりい』九、 一九八六年） 、 『砺波市史』資料編一（ 九九〇 。河合久則氏担当分） 。
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27）なお、等持院領「五位庄半分」や同阿努荘上庄・中村のことは、伊藤克江「等持院領の支配方式について」 （ 『富山史檀』一三一、 二〇〇〇年）を参照した。
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30） 『大日本史 』第八編之三七（一九九八年） 。なお、 註
20『砺



























地名』 、浅香年木「加賀国」 （ 『講座日本荘園史』六、吉川弘文館、一九九三年） 。
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42）文明三年六月二五日西光 所蔵親鸞絵伝裏書〔 『金沢市史』資料編一〕 。
（
43）天文一二年一月一三日正覚寺 蔵阿弥陀如来絵像裏書〔 『金沢市史』資料編二〕 。
（
44） （大永四年ヵ 四 日本願寺実如書状（光徳寺文書） 〔 『金
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46） 「金沢文庫古文書」は『金沢文庫古文書』識語篇（金沢文庫）による。なお、 【 料 〇】を解釈する上で、金沢市立玉川図書館の塩川隆文氏、東北学院大学文学部の七海雅人氏より御教示いただくことがあった。
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の郡界について」 （ 『両越地域史研究』一、 一九八 年）は、さらにそれ以前の般若野荘は一度砺波郡に属したと考えているようであるが、詳細は不明である。
（





54）そして、この点をつきつめて考え ことで、 はじめに」で触れたような「地域社会」の広がりと制度的枠組と 接点もみえてくるのではないか。今後 課題としたい。
（
55）なお、本稿で触れることはできなかったが、近く能登国町野荘もまた二つの郡（鳳至郡と珠洲郡）に跨った荘園として注目される。浅香年木 「能登国」 （註
38『講座日本荘園史』
六） 。その他の事例も含めて、 詳しくは今後の課題としたい。
（
56）註７拙稿。
（東北学院大学東北文化研究所客員）
